
 

 

 

 

                      

ヨコにつながり タテにひろがる 

副校長  

「コーンを回るときは、もっと小さく回りこむと良いよ！！」 

「お互いに声を掛け合って、タイミングを合わせて～！！」「イッチニ イッチニ！！」 

５月の奈良中学校は、体育祭に向けて、お互いを助け合う声掛けがたくさん聞こえてきます。 

 

奈良中学校は『ヨコにつながり タテにひろがる』を特別活動の 

重点目標として掲げています。学校行事の取組のなかで、学級・学 

年の結びつき（ヨコのつながり）を深めることにとどまらず、学年 

を越えた関わり（タテのひろがり）が生まれるような企画や実践を 

しています。 

先ほどの声掛けは、この取組のなかで生まれている、『３年の生 

徒たちから１、２年生に向けての声掛けのワンシーン』です。 

 

 ３年生は、いままで経験してきた体育祭を思い出しながら、後輩へアドバイスをすることで、１、 

２年生にとっては、とても具体的で効果的な助言となります。身近な先輩からの助言は、大きな成長へ 

と繋がる金言となります。 

 

「わたしも、あんな先輩になりたいな・・・」 

「一生懸命に取り組む先輩たちの姿ってかっこいいな・・・」 

言葉だけでなく、そんな上級生の姿勢の一つひとつが、学校全体により良い成長の循環を生み出すこと 

にも繋がります。 

                今年度は、１～３年生が同時に参加する「大玉転がし」が新しい競 

技として行われます。縦割りでの色別チームで大玉転がしを行います。 

全学年で協力して、１つの競技をすることでさらにタテの広がりが生 

まれると思います。 

体育祭では、ぜひ学級の活躍だけでなく、学年の枠を越えた活動にも 

目を向けていただけると幸いです。 

 

                 「ヨコにつながり タテにひろがる」 

                 例年この取組は、体育祭だけでなく、全校道徳授業や合唱コンクール 

に向けての交流練習でも見られます。これからも、同じ学年での活動だけでなく他学年との関わりを通 

して、学級や学校としての課題に対し、より良く解決するための最適解を見つけ、実践することができ 

る機会が増えていくことを期待していきたいと思います。 

５月２８日（木）奈良中学校『第４６回体育祭』は熱い一日になりそうです。 
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５月号 

令和 8年５月 22日 

学校長  土屋 隆史 

↑１年生に助言する３年生の様子 

↑ 縦割り競技 大玉転がし 



～令和 8年度 第１回 奈良中学校区 学校運営協議会が行われました～ 

4月 30日（木）9:55～10:45 授業見学  10:5５～11:5５ 学校運営協議会 奈良中学校にて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会委員 10名が参加して行われました。まずは、奈良中学校の授業の様子を自由に見学して

いただき、授業見学の後に学校運営協議会を開催しました。はじめに、各委員の方に委嘱状が渡されました。

そして、自己紹介の後は会長と副会長の選出を行い、会長を奈良町連合自治会会長の関根宏一様に、副会長

を恩田地区連合自治会会長の久保田実様に継続してお願いすることになりました。 

議事に入り、奈良中学校、恩田小学校、桂小学校、奈良小学校の各学校長から、学校運営の基本方針につ

いて説明があり、委員の皆様にご承認いただきました。授業見学の感想やそれぞれの学校の説明に対する質

問やご意見を各委員からいただきましたので、ここにご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回学校運営協議会は、令和８年９月１０日（木）に恩田小学校で行われます。 

 

 

 

第２回学校運営協議会は、令和８年９月１０日（木）に恩田小学校で行われます。 

学校運営協議会とは？ 
学校運営協議会は、保護者、地域住民等と学校が情報を共有しながら連携強化を進めること

で、「横浜教育ビジョン 2030」で示す「自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人」の育

成を目指す学校運営の実現や、未来の「ふるさと奈良・恩田・桂」を担う児童・生徒の健全な育

成に取り組むことを目的に活動します。奈良中学校区（奈良中学校、奈良小学校、恩田小学校、

桂小学校）では、令和４年度の後期から、年４回の学校運営協議会を開催しています。 

【学校運営協議会委員の皆さまからのご意見や授業参観のご感想】 

 ・数学の授業の導入で、日付けに関する数学パズルが出題されていて、子どもたちはとても楽しそうに 

授業に参加していた。先生と子どもたちのコミュニケーションがとても多く、とても良い雰囲気の授 

業だったと感じられた。 

・３年生の廊下に掲示されている学年目標「雲外蒼天」をいう掲示物をみて、３年生にもなると、難し 

い言葉を目標とすることができるのだな・・・と感じました。 

 ・各学年の廊下にある大きなホワイトボードに、学年目標などが掲示されていて、学年の生徒全員が 

  いつでも目標を共有できるようにしてあることは良いと思った。 

 ・１年生は、少し緊張した表情で授業に参加していた。ノートもしっかりと書いていて、元気に活動を 

  している様子が見られた。現１年生から３５人学級ということで、教室も余裕があり、４０人学級と 

は５人の違いしかないが、とても大きな違いだと感じた。 

 ・給食が今年度から全員喫食となったが、朝食も含めて、しっかりと食べて成長していってほしい。 

 ・学校運営協議会の全日程を、各学校の年間予定に入れると良いと思う。 

 ・１年生は、総じて授業に専念をしていた。先生の話をしっかりと聞いて授業を受けていた。 

  ２年生は、少し慣れもあるのか、場面によっては少し落ち着かない様子もあったが、授業後半では 

  落ち着いて授業参加していたので安心した。 

 ・今後も「いじめへの対応」を重視していくことが大切。子どもたちが奈良中に来て、知識を高め、そ 

れぞれの夢と希望につなげていってほしい。 

 


